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＜製品と素材を同時に＞



フォトエレクトロフォーミング プロセス

基板
Subatrate

レジスト
Photresist

光（紫外線）UV Light

（X線） X-Rayフォトマスク Mask

（X線マスク）X-ray Mask

露光
Exposure

レジストコート
Resist coating



フォトエレクトロフォーミング プロセス

現像
Development



電鋳溶（槽）
Electroforming Bath

電極 Anode 金属
Meatal build-up

フォトエレクトロフォーミング プロセス

－ ＋

電鋳
Electroforming



フォトエレクトロフォーミング プロセス

基板剥離
Substrate Separation

レジスト除去
Removal of Photo-Resist



製品の完成
Product

フォトエレクトロフォーミング プロセス
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c） 挽き方

a） 生豆 原産地

b） 焙煎（ロースト）仕方

コーヒーの味のこだわり

http://jp.clipartlogo.com/premium/detail/vector-illustration-of-coffee_113206453.html


分類 紙 ネル（布） 金属（SUS） 金属（Ni+Auメッキ）

課題 紙の臭いの付着
健康面（漂白剤）

管理が面倒
非衛生的

鉄（Fe）の臭いの付着
金属腐食

めっきの剥がれ
金属腐食・溶出
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d） ドリップフィルター

コーヒーの味のこだわり

断面写真
（金めっき3um）

金めっきの剥がれから腐食発生、進行

http://www.nikkeibp.co.jp/expand/090225_part02_36_l.jpg
http://jp.clipartlogo.com/premium/detail/vector-illustration-of-coffee_113206453.html
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■味の評価
味認識装置 TS-5000Z

■フレーバーの評価

■脳波の評価 アルファテックⅣ

SPME(固相マイクロ抽出：Solid Phase Micro Extraction)法 および GC/ MS

■抗酸化活性に関する評価

■クロロゲン酸含有に関する評価

協力：東洋大学 食環境科学部 下村講一郎教授/佐々木和生教授/上条賢一教授
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■味の評価
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【結果】
“塩味”において1mVの差を検出
1mVの差は人の味覚で十分違いが分かるレベルである

■味の評価
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コーヒー香気成分（ヘッドスペースガス）を濃縮装置
（SPME）と分析条件により測定を実施

金フィルターと紙フィルターの差異が数点で確認され、金フィルターには検出されるが
紙フィルターには検出されないピーク（コーヒーの香り成分）が多くあります。

金フィルター特有

紙フィルター特有

■フレーバーの評価
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■抗酸化活性に関する評価

ペーパーフィルター
（コーヒー量）

Trolox相当量 μmol/g

1 (14.030 g) 211.762

2  (14.027 g) 206.309

3  (14.025 g) 191.086

平均 203.053

標準誤差 5.052

ゴールデンフィルター
（コーヒー量）

Trolox相当量 μmol/g

1  (14.029 g) 196.257

2  (14.026 g) 191.756

3  (14.037 g) 187.063

平均 191.698

標準誤差 2.172

両者において値の差はなく、GOLDEN CAFÉ FILTERの使用による
抗酸化活性に関する低下は見られません

コーヒー豆：ユーシーシー上島珈琲株式会社 職人の珈琲
深いコクのスペシャルブレンド

水：クリスタルガイザー 500 mL入
コーヒー豆：水＝約14 g：250 mL

抽出：HARIO V60珈琲王コーヒーメーカー
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■クロロゲン酸含有量に関する評価

ペーパーフィルター
（コーヒー量）

クロロゲン酸量
μg/mL

豆中の
クロロゲン酸

重量
(mg/g)

1 (14.030 g) 427.281 6.27

2  (14.027 g) 429.088 6.33

3  (14.025 g) 409.782 6.25

平均 422.050 6.29

標準誤差 5.026 0.019

ゴールデンフィルター
（コーヒー量）

クロロゲン酸量
μg/mL

豆中の
クロロゲン酸

重量
(mg/g)

1  (14.029 g) 402.357 5.97

2  (14.026 g) 397.312 5.95

3  (14.037 g) 404.784 6.00

平均 401.484 5.97

標準誤差 1.797 0.012

両者において値の差はなく、 GOLDEN CAFÉ FILTERで
抽出した飲料に含まれるクロロゲン酸量の低下は見られません

HPLC条件
SHISEIDO CAPCELL PAK AG120 4.6 x 250 mm 5μm

流速：0.8 mL/min

検出波長：UV 285 nm

カラム温度：40℃
溶離液：0.1 % HCOOH/CH3CN (gradient)
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A)Paper filter

被験者 4名

【固定条件】
・45度 保温
・摂取量30ml

A）、B）それぞれの
摂取前 20秒（before）
摂取時 20秒（during ）
摂取後 20秒（after）

の脳波データからα波、β波を抽出し、
beforeを基準（0μV）とし、相対値を
出す。

※被験者には A）、B）の説明なし。

■脳波の評価
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コーヒーフィルタと脳波変動の関係 (alpha-beta): AB

filter A

filter B
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α波、β波の相対値から、心理効果として、快・不快度を
しめす指標の「α優越電圧」を得た。

A)Paper filter

【結果】
・α優位電圧については飲み終わった後において差が認められ B）Golden Café Filter

の方が高い結果となった。

・フィルターの違いが脳波変動に対しての明らかな影響があることが分かる。

■脳波の評価



☑ 開孔寸法が精確で、開孔率が高いフィルター

☑ 医療にも適用できる素材
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Circulating Tumor Cell

Tumor cells trapped 
In the pockets of the filterSEM images of 3D filter



5μm

10μm 4μm

Optnics Precision



5μm

㈱水圏科学コンサルタント Webより引用
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Cell sort filter for bio

1μm

200nm
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